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観点別評価問題例　「月と星」1 ⑵
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朱書編
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1．次の⑴，⑵は昼間に見える月である。（　　）
に当てはまる方位を書きなさい。また，時間
がたつにつれてどのような動きをするか，→
をかき入れなさい。　　　　　　　　（各5点）

　⑴ 午前

　⑵ 午後

2．月の動き方について，正しいものに○を書き
なさい。　　　　　　　　　　　　　（各5点）

 （　　）月は，日によって見える位置がちがう。

 （　　）空に見える月の形は，毎日同じ形をしている。

 （　　）月の動き方は，太陽の動き方ににている。

3．月の動きを調べるときに正しいものに○，ま
ちがっているものに×を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各2点）
 （　　）朝見える月を観察したら，午後も月の観察

をする。
 （　　）いつも同じ場所で観察できるように，立つ

位置に印をつけておく。
 （　　）地上の目印になる木や建物をかきこんだ記

録用紙を用意しておく。
 （　　）１時間ごとに３回，月の位置を記録する。
 （　　）ビデオカメラなどは，しっかり手にもって， 

月の動きに合わせて動かす。
 （　　）月はかたむきも正しく記録しておく。
 （　　）観察したときの気温も記録しておく。
 （　　）いろいろな場所からの記録をとるために， 

何か所か場所を変えて観察する。
 （　　）なるべく高い建物の屋上から観測する。

4．よく晴れた日の午後３時ごろ，東の空の月を
見た。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各6点）
　⑴ 月はどんな形をしていたか。
 右の㋐〜㋓の中から正しい
 ものを選びなさい。

 （　　　　　　　　）
　⑵ しばらくすると，月はどうなるか。正しいものに○を書

きなさい。
	 （　　）だんだん南の空にしずんでいった。
 （　　）だんだん南の空へのぼっていった。
 （　　）そのまま同じところにあった。

5．下の図は，夏の空にある 3 つの明るい星がつ
くる三角形の動きを調べるために，９月 14
日の午後８時と午後９時の位置を記録したも
のである。次の問いに答えなさい。

⑴ ㋐，㋑を記録した時間
は，午後 8 時と９時
のそれぞれどちらか。

　　　　　　　（各５点）

　 ㋐午後（　 　　）時

　 ㋑午後（　 　　）時

　⑵ 夏の空にある三角形
は，午後 10 時には，
どの位置にあるか。
㋑の図に書き入れな
さい。

　　　　　　　　　（	20点）

6．下の図は，ある日の東の空に見えた午後の月
である。時間がたつにつれてどのような動き
をするか，→を書き入れなさい。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（	10点）
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　電磁石のはたらきに着目する中で，電磁石の性質や電流との関係を調べる活動を通して，
それらについての理解を図り， 実験などに関する技能を身につけるとともに， 予想や仮説を
基に解決の方法を発想する力や結果を整理し予想と関係づけて考える力， 主体的に問題を解
決しようとする態度を育成する。

　自分たちの足もとの大地に着目する中で， そのつくりやでき方を調べる活動を通し
て，それらについての理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付けるとともに，
観察， 実験， 資料で調べたことをもとにより妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題
解決しようとする態度を育成する。
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観点別評価問題例　「月と星」1 ⑵
回答欄の方位が誤り

○月○日（○）　晴れ　○℃

午後 , 東の空に見える半月は , 時間と
ともにどのような動き方をするだろう
か。

予想

・時間がたつと太陽とおなじように動く
・西の方に動く

午後 , 東の空に見えた半月は , 時間ととも
に , 南の空の高い位置にのぼっていく。
月の 1日の動き方をまとめると , 太陽の動
きとにている。
月は日によって , 形が変わって見える。

結果

まとめ

考察

・午後見える月は，時間がたつにつれて，南の高い空に 動いていった。
・午後見える月の動き方は，太陽がのぼっていく様子とにている。

実験

①  立つ位置を決めて地面に印をつける。
　 いつも同じ場所で観察する。

②  記録用紙に地上の目印になる木などを書きこむ。

③  月の位置を記録する。
　　方位，高さ，形，かたむきに注目!

午後 2時 30 分

東

午後 3時

午後 3時 30 分

○月○日（○）　晴れ　○℃

午後 , 東の空に見える半月は , 時間と
ともにどのような動き方をするだろう
か。

予想

・時間がたつと太陽とおなじように動く
・西の方に動く

午後 , 東の空に見えた半月は , 時間ととも
に , 南の空の高い位置にのぼっていく。
月の1日の動き方をまとめると , 太陽の
動きとにている。
月は日によって , 形が変わって見える。

結果

まとめ

考察

・午後見える月は，時間がたつにつれて，南の高い空に 動いていった。
・午後見える月の動き方は，太陽がのぼっていく様子とにている。

実験

①  立つ位置を決めて地面に印をつける。
　 いつも同じ場所で観察する。

②  記録用紙に地上の目印になる木などを書きこむ。

③  月の位置を記録する。
　　方位，高さ，形，かたむきに注目!

午後 2時 30 分

東

午後 3時

午後 3時 30 分
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1．次の⑴，⑵は昼間に見える月である。（　　）
に当てはまる方位を書きなさい。また，時間
がたつにつれてどのような動きをするか，→
をかき入れなさい。　　　　　　　　（各 5 点）

　⑴	午前

　⑵	午後

2．月の動き方について，正しいものに○を書き
なさい。　　　　　　　　　　　　　（各 5 点）

	 （　　）月は，日によって見える位置がちがう。

	 （　　）空に見える月の形は，毎日同じ形をしている。

	 （　　）月の動き方は，太陽の動き方ににている。

3．月の動きを調べるときに正しいものに○，ま
ちがっているものに×を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各 2 点）

	（　　）朝見える月を観察したら，午後も月の観察
をする。

	（　　）いつも同じ場所で観察できるように，立つ
位置に印をつけておく。

	（　　）地上の目印になる木や建物をかきこんだ記
録用紙を用意しておく。

	（　　）１時間ごとに３回，月の位置を記録する。
	（　　）ビデオカメラなどは，しっかり手にもって，	

月の動きに合わせて動かす。
	（　　）月はかたむきも正しく記録しておく。
	（　　）観察したときの気温も記録しておく。
	（　　）いろいろな場所からの記録をとるために，	

何か所か場所を変えて観察する。
	（　　）なるべく高い建物の屋上から観測する。

4．よく晴れた日の午後３時ごろ，東の空の月を
見た。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各 6 点）

　⑴	月はどんな形をしていたか。
	 右の㋐〜㋓の中から正しい
	 ものを選びなさい。

	 （　　　　　　　　）
　⑵	しばらくすると，月はどうなるか。正しいものに○を書

きなさい。
 （　　）だんだん南の空にしずんでいった。
	 （　　）だんだん南の空へのぼっていった。
	 （　　）そのまま同じところにあった。

5．下の図は，夏の空にある 3 つの明るい星がつ
くる三角形の動きを調べるために，９月 14 日
の午後８時と午後９時の位置を記録したもの
である。次の問いに答えなさい。

⑴	㋐，㋑を記録した時間
は，午後 8時と９時の
それぞれどちらか。

　　　　　　　（各５点）

　	㋐午後（　	　　）時
　	㋑午後（　	　　）時

　⑵	夏の空にある三角形
は，午後 10 時には，
どの位置にあるか。
㋑の図に書き入れな
さい。

　　　　　　　　　（ 20 点）

6．下の図は，ある日の東の空に見えた午後の月
である。時間がたつにつれてどのような動き
をするか，→を書き入れなさい。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（ 10 点）
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1．次の⑴，⑵は昼間に見える月である。（　　）
に当てはまる方位を書きなさい。また，時間
がたつにつれてどのような動きをするか，→
をかき入れなさい。　　　　　　　　（各5点）

　⑴ 午前

　⑵ 午後

2．月の動き方について，正しいものに○を書き
なさい。　　　　　　　　　　　　　（各5点）

 （　　）月は，日によって見える位置がちがう。

 （　　）空に見える月の形は，毎日同じ形をしている。

 （　　）月の動き方は，太陽の動き方ににている。

3．月の動きを調べるときに正しいものに○，ま
ちがっているものに×を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各2点）
 （　　）朝見える月を観察したら，午後も月の観察

をする。
 （　　）いつも同じ場所で観察できるように，立つ

位置に印をつけておく。
 （　　）地上の目印になる木や建物をかきこんだ記

録用紙を用意しておく。
 （　　）１時間ごとに３回，月の位置を記録する。
 （　　）ビデオカメラなどは，しっかり手にもって， 

月の動きに合わせて動かす。
 （　　）月はかたむきも正しく記録しておく。
 （　　）観察したときの気温も記録しておく。
 （　　）いろいろな場所からの記録をとるために， 

何か所か場所を変えて観察する。
 （　　）なるべく高い建物の屋上から観測する。

4．よく晴れた日の午後３時ごろ，東の空の月を
見た。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各6点）
　⑴ 月はどんな形をしていたか。
 右の㋐〜㋓の中から正しい
 ものを選びなさい。

 （　　　　　　　　）
　⑵ しばらくすると，月はどうなるか。正しいものに○を書

きなさい。
	 （　　）だんだん南の空にしずんでいった。
 （　　）だんだん南の空へのぼっていった。
 （　　）そのまま同じところにあった。

5．下の図は，夏の空にある 3 つの明るい星がつ
くる三角形の動きを調べるために，９月 14
日の午後８時と午後９時の位置を記録したも
のである。次の問いに答えなさい。

⑴ ㋐，㋑を記録した時間
は，午後 8 時と９時
のそれぞれどちらか。

　　　　　　　（各５点）

　 ㋐午後（　 　　）時

　 ㋑午後（　 　　）時

　⑵ 夏の空にある三角形
は，午後 10 時には，
どの位置にあるか。
㋑の図に書き入れな
さい。

　　　　　　　　　（	20点）

6．下の図は，ある日の東の空に見えた午後の月
である。時間がたつにつれてどのような動き
をするか，→を書き入れなさい。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（	10点）
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観点別評価問題例　「月と星」1 ⑵
回答欄の方位が誤り

○月○日（○）　晴れ　○℃

午後 , 東の空に見える半月は , 時間と
ともにどのような動き方をするだろう
か。

予想

・時間がたつと太陽とおなじように動く
・西の方に動く

午後 , 東の空に見えた半月は , 時間ととも
に , 南の空の高い位置にのぼっていく。
月の 1日の動き方をまとめると , 太陽の動
きとにている。
月は日によって , 形が変わって見える。

結果

まとめ

考察

・午後見える月は，時間がたつにつれて，南の高い空に 動いていった。
・午後見える月の動き方は，太陽がのぼっていく様子とにている。

実験

①  立つ位置を決めて地面に印をつける。
　 いつも同じ場所で観察する。

②  記録用紙に地上の目印になる木などを書きこむ。

③  月の位置を記録する。
　　方位，高さ，形，かたむきに注目!

午後 2時 30 分

東

午後 3時

午後 3時 30 分

○月○日（○）　晴れ　○℃

午後 , 東の空に見える半月は , 時間と
ともにどのような動き方をするだろう
か。

予想

・時間がたつと太陽とおなじように動く
・西の方に動く

午後 , 東の空に見えた半月は , 時間ととも
に , 南の空の高い位置にのぼっていく。
月の1日の動き方をまとめると , 太陽の
動きとにている。
月は日によって , 形が変わって見える。

結果

まとめ

考察

・午後見える月は，時間がたつにつれて，南の高い空に 動いていった。
・午後見える月の動き方は，太陽がのぼっていく様子とにている。

実験

①  立つ位置を決めて地面に印をつける。
　 いつも同じ場所で観察する。

②  記録用紙に地上の目印になる木などを書きこむ。

③  月の位置を記録する。
　　方位，高さ，形，かたむきに注目!

午後 2時 30 分

東

午後 3時

午後 3時 30 分
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1．次の⑴，⑵は昼間に見える月である。（　　）
に当てはまる方位を書きなさい。また，時間
がたつにつれてどのような動きをするか，→
をかき入れなさい。　　　　　　　　（各 5 点）

　⑴	午前

　⑵	午後

2．月の動き方について，正しいものに○を書き
なさい。　　　　　　　　　　　　　（各 5 点）

	 （　　）月は，日によって見える位置がちがう。

	 （　　）空に見える月の形は，毎日同じ形をしている。

	 （　　）月の動き方は，太陽の動き方ににている。

3．月の動きを調べるときに正しいものに○，ま
ちがっているものに×を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各 2 点）

	（　　）朝見える月を観察したら，午後も月の観察
をする。

	（　　）いつも同じ場所で観察できるように，立つ
位置に印をつけておく。

	（　　）地上の目印になる木や建物をかきこんだ記
録用紙を用意しておく。

	（　　）１時間ごとに３回，月の位置を記録する。
	（　　）ビデオカメラなどは，しっかり手にもって，	

月の動きに合わせて動かす。
	（　　）月はかたむきも正しく記録しておく。
	（　　）観察したときの気温も記録しておく。
	（　　）いろいろな場所からの記録をとるために，	

何か所か場所を変えて観察する。
	（　　）なるべく高い建物の屋上から観測する。

4．よく晴れた日の午後３時ごろ，東の空の月を
見た。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各 6 点）

　⑴	月はどんな形をしていたか。
	 右の㋐〜㋓の中から正しい
	 ものを選びなさい。

	 （　　　　　　　　）
　⑵	しばらくすると，月はどうなるか。正しいものに○を書

きなさい。
 （　　）だんだん南の空にしずんでいった。
	 （　　）だんだん南の空へのぼっていった。
	 （　　）そのまま同じところにあった。

5．下の図は，夏の空にある 3 つの明るい星がつ
くる三角形の動きを調べるために，９月 14 日
の午後８時と午後９時の位置を記録したもの
である。次の問いに答えなさい。

⑴	㋐，㋑を記録した時間
は，午後 8時と９時の
それぞれどちらか。

　　　　　　　（各５点）

　	㋐午後（　	　　）時
　	㋑午後（　	　　）時

　⑵	夏の空にある三角形
は，午後 10 時には，
どの位置にあるか。
㋑の図に書き入れな
さい。

　　　　　　　　　（ 20 点）

6．下の図は，ある日の東の空に見えた午後の月
である。時間がたつにつれてどのような動き
をするか，→を書き入れなさい。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（ 10 点）
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6.月と星
４ 年 知識 観察・実験の技能 思考・判断・表現 合　計

/42 /18 /40 /100

1．次の⑴，⑵は昼間に見える月である。（　　）
に当てはまる方位を書きなさい。また，時間
がたつにつれてどのような動きをするか，→
をかき入れなさい。　　　　　　　　（各5点）

　⑴ 午前

　⑵ 午後

2．月の動き方について，正しいものに○を書き
なさい。　　　　　　　　　　　　　（各5点）

 （　　）月は，日によって見える位置がちがう。

 （　　）空に見える月の形は，毎日同じ形をしている。

 （　　）月の動き方は，太陽の動き方ににている。

3．月の動きを調べるときに正しいものに○，ま
ちがっているものに×を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各2点）
 （　　）朝見える月を観察したら，午後も月の観察

をする。
 （　　）いつも同じ場所で観察できるように，立つ

位置に印をつけておく。
 （　　）地上の目印になる木や建物をかきこんだ記

録用紙を用意しておく。
 （　　）１時間ごとに３回，月の位置を記録する。
 （　　）ビデオカメラなどは，しっかり手にもって， 

月の動きに合わせて動かす。
 （　　）月はかたむきも正しく記録しておく。
 （　　）観察したときの気温も記録しておく。
 （　　）いろいろな場所からの記録をとるために， 

何か所か場所を変えて観察する。
 （　　）なるべく高い建物の屋上から観測する。

4．よく晴れた日の午後３時ごろ，東の空の月を
見た。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各6点）
　⑴ 月はどんな形をしていたか。
 右の㋐〜㋓の中から正しい
 ものを選びなさい。

 （　　　　　　　　）
　⑵ しばらくすると，月はどうなるか。正しいものに○を書

きなさい。
	 （　　）だんだん南の空にしずんでいった。
 （　　）だんだん南の空へのぼっていった。
 （　　）そのまま同じところにあった。

5．下の図は，夏の空にある 3 つの明るい星がつ
くる三角形の動きを調べるために，９月 14
日の午後８時と午後９時の位置を記録したも
のである。次の問いに答えなさい。

⑴ ㋐，㋑を記録した時間
は，午後 8 時と９時
のそれぞれどちらか。

　　　　　　　（各５点）

　 ㋐午後（　 　　）時

　 ㋑午後（　 　　）時

　⑵ 夏の空にある三角形
は，午後 10 時には，
どの位置にあるか。
㋑の図に書き入れな
さい。

　　　　　　　　　（	20点）

6．下の図は，ある日の東の空に見えた午後の月
である。時間がたつにつれてどのような動き
をするか，→を書き入れなさい。

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（	10点）
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1 乾電池について
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指導細案　「７　電流のはたらき」
１次　第３・４時

本時の目標

　電流の流れているコイルは， 鉄心を酸化する働きがあり， 電流の向きが
変わると， 電磁石の極が変わることを理解することができる。

　電流の流れているコイルは， 鉄心を磁化する働きがあり， 電流の向きが
変わると， 電磁石の極が変わることを理解することができる。

10. 明かりをつけよう

　電池は，1800 年にボルタ（イタリア）が発明し，1836 年にダニエル（イギ
リス）がこれを改良した。今日のように持ち運びに便利な乾電池は，1868 年，
ルクランシェ（フランス）が作り出した。現在，マンガン乾電池（右図）やアル
カリ乾電池がたくさん製造されており，使用時間を長くする工夫もなされている。
円筒形のものは，大きい順に単１形から単５形まであり，起電力は，すべて同じ 1.5
Ｖであるが，大きい方が長時間使える。

　アルカリ乾電池は，マンガン乾電池より高価ではあるが，同じ単１形であって
も一般的に寿命が長い。また，使い終わるまで比較的安定した電圧が得られる利
点がある。電解質溶液としては，水酸化カリウム（KOH）が使われている。
本単元の学習では，子どもの安全を考えてマンガン乾電池を使用した方がよい。
アルカリ乾電池の場合，電流値が高くショート回路になると導線や乾電池ボック
スの金属，乾電池が異常に発熱し，やけど等の危険性を伴う。かつて本単元では，
単１電池を使用していたが，単１形の充電式電池が普及していないため，単３形
の乾電池（又は充電式）電池を使用している。

乾電池について

10
［第1〜3時］豆電球に明かりをつけよう

1
マンガン乾電池の構造

キャップ（＋）
炭素棒

亜鉛かん（－）

電解剤
塩化アンモニウム
塩化亜鉛　等
陽極剤
二酸化マンガン
塩化アンモニウム
炭素の粉　等

 　01-2001 

01-2001

01は1月を，2001は2001年を
表した例である。

使用推奨期限

底部に表示
のあるもの

本体に表示
のあるもの

豆電球点灯時の電池寿命（連続使用の場合）（単位：時間）
豆電球電流値

電　池 300mA 球 500mA 球
単１黒　R20PU 7.1 20.5
単１赤　R20P 5.7 16.0
単２黒　R14PU 2.3 7.7
単２赤　R14P 1.7 5.3
単３黒　R ６PU 0.52 1.8
単３赤　R ６P 0.47 1.7

資料提供　東芝電池（株）

　1983 年，可燃ゴミと一緒に焼却された使用済み乾電池に含まれている水銀が
空気中に排出されていることがわかり，大きな社会問題となった。そこで，各自
治体で分別回収等の対策をとるとともに現在のマンガン，アルカリ乾電池は水銀
０（ゼロ）使用仕様となっている。また，回収することで，マンガンや亜鉛等を
再利用することも可能になり，リサイクルを専門に扱っている業者もある。
　実験等で使い終わった乾電池は，各学校で回収箱を用意して集め，自治体の分
別回収に協力するとともに，環境に対する子どもの意識を高めるように配慮した
い。

使用済み乾電池の処理2
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